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[要 約] 

 本報告は、我が国のロボット産業・技術の振興に向けて、現在の市場や技術動向をまと

め、課題を調査・分析したものである。 

 第 1章では、本調査研究事業の背景と目的を明確にした。 

第 2章では、ロボット産業の現状について、国内市場と海外市場を比較し、ロボットメ

ーカーおよび関連企業のアンケートをもとに今後の市場展開について言及した。 

第 3章では、産業用ロボットの技術トレンドと課題について取り上げたほか、安全柵設

置条件の見直しとセーフティシステムインテグレーションについて言及した。 

第 4章では、先進ロボット開発の現状と課題について取り上げ、介護福祉ロボットや災

害対応ロボットなどの動向についてまとめた。また、先進ロボット普及に向けた安全と標

準化についてロボット大賞審査・運営委員会での議論を中心に記載した。 

第 5章では、「ロボット大賞」表彰事業の実績についてまとめたほか、今後の表彰事業の

あり方を示した。 

第 6章では、ロボット大賞審査・運営委員会での検討内容を踏まえて、次回「第 6回ロ

ボット大賞」に向けての見直し案と提言を行った。 
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